
メ
キ
シ
コ
は
四
四
カ
国
と
合
計
一
二
の
Ｆ
Ｔ
Ａ

を
締
結
す
る
Ｆ
Ｔ
Ａ
先
進
国
だ
が
、
二
○
○
四
年

九
月
に
調
印
し
た
日
本
メ
キ
シ
コ
経
済
連
携
協
定

（
日
墨
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
以
降
、
新
た
な
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
締
結

は
な
い
。
メ
キ
シ
コ
が
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
ペ
ー
ス
を
減

速
さ
せ
た
背
景
に
は
、「
当
面
、
こ
れ
以
上
の
Ｆ

Ｔ
Ａ
は
必
要
な
い
」
と
い
う
経
済
界
の
声
が
あ
る
。

メ
キ
シ
コ
は
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
以
来
、
経
済
界
と

二
人
三
脚
で
交
渉
を
進
め
て
き
た
。

●
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
は
外
国
投
資
誘
致
策
の

一
環

メ
キ
シ
コ
は
一
九
九
四
年
の
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
発
効

以
降
、
積
極
的
に
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
を
展
開
し
、
中
南

米
諸
国
を
は
じ
め
、
欧
州
（
Ｅ
Ｕ
及
び
Ｅ
Ｆ
Ｔ

Ａ
）
や
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
も
締
結
し
た
。

そ
し
て
、
二
○
○
二
年
一
一
月
に
は
日
本
と
の
Ｆ

Ｔ
Ａ
交
渉
を
開
始
、
二
○
○
四
年
九
月
に
署
名
、

二
○
○
五
年
四
月
に
発
効
さ
せ
た
（
表
１
参
照
）。

メ
キ
シ
コ
が
多
く
の
国
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
締
結
し

た
狙
い
は
、
メ
キ
シ
コ
産
品
の
輸
出
促
進
に
加
え
、

外
国
直
接
投
資
を
誘
致
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
Ｎ

Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
加
盟
以
降
、
比
較
的
低
い
労
働
コ
ス
ト

や
世
界
最
大
の
市
場
米
国
に
隣
接
す
る
と
い
う
従

来
か
ら
の
メ
リ
ッ
ト
に
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
関
税
メ
リ

ッ
ト
が
加
わ
っ
た
た
め
、
メ
キ
シ
コ
の
外
国
直
接

投
資
受
入
額
は
急
速
に
増
加
し
、
経
常
収
支
赤
字

を
補
っ
て
余
り
あ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
メ
キ
シ
コ

の
外
国
直
接
投
資
年
平
均
受
入
額
は
、
一
九
八
六

〜
一
九
九
三
年
の
三
四
億
六
八
○
○
万
ド
ル
か
ら

一
九
九
四
〜
二
○
○
六
年
に
は
一
四
五
億
八
五
一

○
万
ド
ル
に
拡
大
し
て
い
る
。

ま
た
、
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
締
結
を
機
に
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ

の
合
意
内
容
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
外
資
法
改
正
な

ど
を
進
め
、
外
国
企
業
の
自
由
な
事
業
環
境
を
整

備
し
て
き
た
。
外
資
規
制
は
一
九
九
○
年
代
後
半

に
急
速
に
緩
和
さ
れ
、
メ
キ
シ
コ
は
外
資
に
と
っ

て
比
較
的
自
由
な
市
場
に
な
っ
た
。

メ
キ
シ
コ
の
税
収
（
二
○
○
六
年
）
は
石
油
収

入
（
石
油
公
社
Ｐ
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
が
収
め
る
課
徴
金
）

を
除
く
と
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
九
・
七
％
し
か
な
く
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
加
盟
国
最
低
の
水
準
で
、
中
南
米
諸
国
の
平

均
一
五
％
よ
り
も
低
い
。
そ
の
た
め
、
ア
ジ
ア
諸

国
の
よ
う
に
新
規
・
拡
張
投
資
に
対
す
る
法
人
税

の
減
免
措
置
は
適
用
で
き
ず
、
他
の
新
興
国
に
比

べ
て
税
制
上
の
恩
典
が
乏
し
い
。
そ
の
意
味
で
、

世
界
中
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
Ｆ
Ｔ
Ａ
網
こ
そ
が
外

国
企
業
に
と
っ
て
の
メ
キ
シ
コ
へ
の
投
資
メ
リ
ッ

ト
で
あ
り
、
米
国
に
加
え
て
Ｅ
Ｕ
や
日
本
と
も
Ｆ

Ｔ
Ａ
を
締
結
す
る
こ
と
で
世
界
主
要
市
場
へ
の
優

先
的
な
ア
ク
セ
ス
を
確
立
し
、
外
国
投
資
を
呼
び

込
む
狙
い
が
あ
っ
た
。

日
本
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
に
お
い
て
も
、
交
渉
開

始
当
初
は
、「
日
墨
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
締
結
す
る
最
大
の

目
的
は
日
本
か
ら
の
投
資
誘
致
だ
」
と
い
う
見
解

が
メ
キ
シ
コ
政
府
交
渉
団
か
ら
示
さ
れ
て
い
た
。

●
民
間
部
門
と
二
人
三
脚

日
本
企
業
に
欧
米
企
業
と
対
等
の
競
争
条
件
を

与
え
、
日
本
か
ら
の
投
資
を
誘
致
す
る
と
い
う
メ

キ
シ
コ
側
の
対
日
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
方
針
は
、
交
渉
が

進
展
す
る
に
つ
れ
、
メ
キ
シ
コ
農
産
品
に
対
す
る

日
本
の
よ
り
広
範
な
市
場
開
放
を
強
く
求
め
る
よ

う
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
メ
キ
シ
コ
側
が
特
に
強

く
市
場
開
放
を
求
め
た
の
が
、
日
本
が
従
来
か
ら

困
難
さ
を
主
張
し
て
い
た
豚
肉
な
ど
食
肉
市
場
だ

っ
た
。
こ
の
方
針
転
換
の
背
後
に
あ
っ
た
の
が
、

メ
キ
シ
コ
の
経
済
界
の
声
で
あ
る
。

メ
キ
シ
コ
は
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
に
際
し
、
民
間
部
門

の
意
見
を
集
約
し
て
国
全
体
の
メ
リ
ッ
ト
が
最
大

限
に
な
る
よ
う
交
渉
戦
略
を
立
て
る
。
民
間
の
意

見
集
約
に
は
、
貿
易
企
業
組
織
間
調
整
委
員
会

、
貿
易
企
業
組
織
間
調
整
委
員
会

貿
易
企
業
組
織
間
調
整
委
員
会

メ
キ
シ
コ
─
経
済
界
が
交
渉
に
大
き
な
影
響
力

特集／発展途上国の FTA
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（
Ｃ
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
）
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
Ｃ

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
は
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
が
行
わ
れ
る
際
に
招
集

さ
れ
、
交
渉
期
間
中
し
か
実
質
機
能
し
な
い
。
Ｎ

Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
時
に
サ
リ
ナ
ス
大
統
領
の
要
請
に

基
づ
き
設
立
さ
れ
、
そ
れ
以
降
も
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
時

、
そ
れ
以
降
も
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
時

そ
れ
以
降
も
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
時

に
は
常
に
招
集
さ
れ
て
き
た
。

会
長
の
下
に
、
製
造
業
、
貿
易
、
金
融
、
農
牧

な
ど
の
業
種
別
委
員
会
、
市
場
ア
ク
セ
ス
、
原
産

地
規
則
、
基
準
認
証
、
知
的
財
産
権
、
サ
ー
ビ
ス

な
ど
交
渉
分
野
別
の
委
員
会
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
い
る
。
各
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
は
担
当
分
野
の
豊
富
な
知
見
を
有
す
る
者

が
担
当
す
る
。
各
委
員
会
に
は
、
国
内
の
様
々
な

、
国
内
の
様
々
な

国
内
の
様
々
な

業
界
か
ら
通
商
交
渉
に
関
心
を
持
つ
一
○
○
を
超

え
る
団
体
が
参
加
し
て
い
る
。

Ｃ
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
経
済

省
の
各
交
渉
分
野
の
代
表
と
密
接
な
連
絡
を
取
り

合
っ
て
お
り
、
政
府
間
の
交
渉
内
容
が
民
間
部
門

の
意
向
を
反
映
す
る
よ
う
な
体
制
に
な
っ
て
い
る
。

外
国
で
交
渉
が
行
わ
れ
る
際
、
Ｃ
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
メ
ン

バ
ー
は
自
社
経
費
で
相
手
国
ま
で
渡
航
し
、
交
渉

会
場
近
く
の
ホ
テ
ル
な
ど
の
通
称
「
サ
イ
ド
ル
ー

ム
」（C
uarto de Junto

）
に
控
え
、
交
渉
中
に
政

府
交
渉
担
当
官
が
必
要
に
応
じ
て
Ｃ
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
の

担
当
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
意
見
を
求
め
る
。
政

府
と
Ｃ
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
は
交
渉
前
に
必
ず
個
別
打
ち
合

わ
せ
を
行
い
、
交
渉
終
了
後
は
経
済
省
が
Ｃ
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｅ
へ
交
渉
の
進
展
を
報
告
し
て
い
る
。

Ｃ
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
に
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
機
能

が
あ
る
。
一
つ
は
通
商
交
渉
に
経
済
界
の
声
を
反

映
す
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
交
渉
に
反
対
す
る
業

界
に
対
す
る
説
得
で
あ
る
。
サ
リ
ナ
ス
大
統
領
が

Ｃ
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
を
設
立
し
た
最
大
の
狙
い
は
、
後
者

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
Ｆ
Ｔ

Ａ
交
渉
に
反
対
す
る
業
界
に
対
し
、
当
該
Ｆ
Ｔ
Ａ

か
ら
得
ら
れ
る
メ
キ
シ
コ
全
体
の
利
益
を
説
明
し
、

交
渉
を
進
め
る
こ
と
に
同
意
さ
せ
る
機
能
で
あ
る
。

日
墨
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
に
お
い
て
も
、
全
国
鉄
鋼
会
議

所
（
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
）
や
全
国
化
学
産
業
協

会
（
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｑ
）
な
ど
が
日
本
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
デ

メ
リ
ッ
ト
の
方
が
大
き
い
と
し
て
反
対
し
て
い
た

が
、
最
終
的
に
は
国
全
体
の
恩
恵
を
考
慮
し
、
交

渉
を
妨
げ
る
こ
と
を
止
め
て
い
る
。

反
対
業
界
を
納
得
さ
せ
る
た
め
に
は
、
メ
キ
シ

コ
全
体
の
利
益
が
大
き
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
本
と
の
交
渉
に
お
い
て
は
、
対
日
輸
出
で
最
大

の
恩
恵
を
受
け
る
農
業
部
門
の
メ
リ
ッ
ト
が
大
き

く
な
け
れ
ば
経
済
界
を
説
得
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
り
、
ま
た
、
協
定
署
名
後
に
野
党
議
員
が
多
数

を
占
め
る
上
院
で
の
批
准
承
認
を
得
る
こ
と
も
困

難
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
メ
キ
シ
コ
政
府
と
Ｃ
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｅ
は
交
渉
後
半
に
お
い
て
、
野
菜
と
果
実
がが

中
心
の
日
本
の
農
業
分
野
の
オ
フ
ァ
ー
を
不
十
分

の
日
本
の
農
業
分
野
の
オ
フ
ァ
ー
を
不
十
分

日
本
の
農
業
分
野
の
オ
フ
ァ
ー
を
不
十
分

の
オ
フ
ァ
ー
を
不
十
分

オ
フ
ァ
ー
を
不
十
分

と
感
じ
、
最
大
の
対
日
輸
出
農
産
品
「
豚
肉
」
の

関
税
譲
許
を
日
本
側
に
求
め
た
の
で
あ
る
。

二
○
○
三
年
一
○
月
の
フ
ォ
ッ
ク
ス
大
統
領
訪

日
前
後
、
日
墨
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
は
大
詰
め
を
迎
え
て

い
た
。
カ
ナ
レ
ス
経
済
相
（
当
時
）、
ウ
サ
ビ
ア

ガ
農
牧
相
（
同
）
の
双
方
が
参
加
す
る
閣
僚
級
交

渉
が
連
日
開
催
さ
れ
、
小
泉
首
相
（
当
時
）
と
フ

ォ
ッ
ク
ス
大
統
領
（
同
）
の
首
脳
会
談
も
行
わ
れ

た
。
豚
肉
に
つ
い
て
も
一
定
数
量
内
の
関
税
を
引

き
下
げ
る
関
税
割
当
を
設
定
す
る
な
ど
、
両
国
間

で
合
意
直
前
の
水
準
に
達
し
て
い
た
。
た
だ
し
、

メ
キ
シ
コ
側
は
土
壇
場
に
な
っ
て
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ

ー
ス
な
ど
他
の
産
品
の
市
場
開
放
要
求
を
引
き
上

げ
た
た
め
、
合
意
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
背
景
に
は
、
メ
キ
シ
コ
側
に
と
っ
て
不
十

分
で
あ
っ
た
日
本
の
市
場
開
放
提
案
に
大
統
領
訪

日
と
い
う
政
治
的
な
タ
イ
ミ
ン
グ
を
重
視
し
て
合

意
す
る
よ
り
、
交
渉
を
一
度
先
延
ば
し
に
し
た
上

で
よ
り
多
く
を
勝
ち
取
っ
た
ほ
う
が
良
い
と
い
う

経
済
界
の
意
向
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。

両
国
が
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
で
実
質
合
意
し
た
の
は
、

約
半
年
後
の
二
○
○
四
年
三
月
一
○
日
で
あ
る
。

実
質
合
意
時
に
は
豚
肉
に
加
え
、
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ

ー
ス
、
牛
肉
、
鶏
肉
、
生
鮮
オ
レ
ン
ジ
な
ど
も
関

税
削
減
対
象
と
し
て
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

●
好
機
に
恵
ま
れ
た
日
墨
Ｅ
Ｐ
Ａ

実
質
合
意
ま
で
に
一
四
カ
月
を
要
し
た
日
墨
Ｅ

Ｐ
Ａ
は
、
貿
易
・
サ
ー
ビ
ス
・
投
資
の
自
由
化
な

ど
従
来
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
要
素
に
加
え
、
二
国
間
協
力

や
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
整
備
な
ど
両
国
の
経
済
関
係
を

強
化
す
る
た
め
の
広
範
囲
の
取
り
決
め
を
含
む
。

日
墨
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
日
本
側
に
と
っ
て
は
、
自
動
車

や
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
即
時
撤
廃
品
目
（
自
動
車
は

割
当
内
の
即
時
撤
廃
）
の
輸
出
増
加
に
貢
献
し
て

い
る
。
ま
た
、
政
府
調
達
に
お
け
る
日
本
企
業
・

製
品
の
待
遇
（
入
札
資
格
・
要
件
）
が
欧
米
企
業

と
対
等
な
も
の
に
な
っ
た
こ
と
、「
ビ
ジ
ネ
ス
環

境
整
備
」
の
枠
組
み
に
よ
り
メ
キ
シ
コ
政
府
の
ビ

ジ
ネ
ス
環
境
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
展
し

表 1　メキシコの FTA締結状況
協定 締結相手国 発効年月日

1 NAFTA 米国、カナダ�� ����（� ����計2�� �カ��国�） 1994 年 1月 1日
2 G3FTA コロンビア（ベネズエラ：注 1�） 1995 年 1月 1日
3 対コスタリカ FTA コスタリカ 1995 年 1月 1日
4 対ボリビア FTA ボリビア 1995 年 1月 1日
5 対ニカラグア FTA ニカラグア 1998 年 7月 1日
6 対チリ FTA チリ 1999 年 8月 1日
7 対イスラエル FTA イスラエル 2000 年 7月 1日

8 対 EU・FTA
ドイツ、オーストリア、ベルギー、デンマーク、スペイン、フィンランド、フランス、ギリシャ、オランダ、アイルランド、イタリア、ルクセンブルク
ポルトガル、英国、スウェーデン、キプロス、チェコ、エストニア、ハンガリー、ラトビア、リトアニア、マルタ、ポーランド、スロバキア、スロベニア
ブルガリア，ルーマニア（計27������カ�����国����：注２�）

2000 年 7月 1日

9 中米北部 3����� カ���� 国 FTA グアテマラ，エルサルバドル、ホンジュラス（注 3�� ����、� ����計 3���カ��国） 2001 年 3月 15日
10 対 EFTA・FTA アイスランド、ノルウエー、スイス、リヒテンシュタイン ( 計 4�� �カ� �国 ) 2001 年 7月 1日
11 対ウルグアイ FTA ウルグアイ 2004 年 7月 15日
12 日墨 EPA 日本 2005 年 4月 1日

（�����������出所）メキシコ経済省�。
（�������������� 注������������� １）����������� ベネズエラは2006 年
11月19日にG3を脱退。

（��������������注�������������２������������）EU拡大に伴い2004
年������������５�����������月に���������２カ�������国������、�����2007年
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て
い
る
こ
と
な
ど
、
日
本
企
業
の
メ
キ
シ
コ
に
お

け
る
事
業
環
境
改
善
に
も
効
果
が
あ
る
。

日
墨
Ｅ
Ｐ
Ａ
締
結
効
果
を
日
本
の
メ
キ
シ
コ
か

ら
の
輸
入
で
み
る
と
、
日
本
の
対
墨
輸
入
は
、
二

○
○
五
年
度
（
二
○
○
五
年
四
月
〜
二
○
○
六
年

三
月
）
は
一
五
・
八
％
増
、
二
○
○
六
年
度
に
九

・
八
％
伸
び
て
い
る
。
メ
キ
シ
コ
政
府
は
こ
の
数

字
を
好
意
的
に
捉
え
、
日
墨
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
効
果
と
し

て
発
表
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
品
目
別
に
み
る
と
、

二
○
○
五
年
度
の
輸
入
増
加
の
約
三
割
が
モ
リ
ブ

デ
ン
の
輸
入
増
に
よ
る
も
の
で
、
モ
リ
ブ
デ
ン
は

従
来
か
ら
無
関
税
な
の
で
Ｅ
Ｐ
Ａ
効
果
で
は
な
い
。

同
輸
入
額
の
増
加
は
主
に
価
格
高
騰
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
二
○
○
五
年
度
の
平
均
輸
入
価
格
は
対

前
年
度
比
五
○
・
八
％
も
上
昇
し
た
。

Ｅ
Ｐ
Ａ
効
果
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
農
水
産

品
の
二
○
○
五
年
度
の
対
墨
輸
入
は
前
年
度
比
二

・
六
％
増
で
、
増
加
寄
与
率
は
三
・
八
％
に
過
ぎ

な
か
っ
た
。
農
水
産
品
の
大
半
が
段
階
的
な
関
税

削
減
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い

る
。
Ｅ
Ｐ
Ａ
対
象
品
目
の
う
ち
、
発
効
後
二
年
間

で
日
本
の
輸
入
が
大
き
く
増
え
て
い
る
も
の
は
、

生
鮮
キ
ハ
ダ
マ
グ
ロ
（
対
墨
関
税
三
・
五
％
↓
○

％
、
二
○
○
六
年
度
輸
入
数
量
の
二
○
○
四
年
度

、
二
○
○
六
年
度
輸
入
数
量
の
二
○
○
四
年
度

二
○
○
六
年
度
輸
入
数
量
の
二
○
○
四
年
度

比
四
六
九
・
七
％
増
）、
冷
凍
タ
コ
（
五
・
○
％

五
・
○
％

・
○
％

↓
○
％
、
同
一
三
四
％
増
）、
焙
煎
コ
ー
ヒ
ー（
一

○
・
○
％
↓
五
・
○
％
、
一
○
九
・
二
％
増
）、

カ
ボ
チ
ャ（
三
・
○
％
↓
○
％
、
四
四
・
九
％
増
）、

バ
ナ
ナ
（
一
○
・
○
／
二
○
・
○
％
↓
割
当
内
○

一
○
・
○
／
二
○
・
○
％
↓
割
当
内
○

○
・
○
／
二
○
・
○
％
↓
割
当
内
○

％
、
一
五
・
二
％
増
）、
テ
キ
ー
ラ
（
一
六
・
○

％
↓
○
％
、
一
八
・
五
％
増
）
な
ど
だ
。

対
日
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
に
お
け
る
メ
キ
シ
コ
側
の
大

き
な
狙
い
で
あ
っ
た
日
本
か
ら
の
投
資
促
進
に
つ

い
て
み
る
と
、
日
墨
Ｅ
Ｐ
Ａ
締
結
以
降
、
確
か
に

日
本
企
業
の
新
規
投
資
事
例
は
増
え
て
い
る
。
た

だ
し
、
大
半
が
自
動
車
産
業
に
お
け
る
投
資
で
あ

り
、
メ
キ
シ
コ
を
北
米
の
生
産
拠
点
と
し
て
重
視

し
た
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
新
型
車
生
産
開
始
に
伴

う
拡
張
投
資
が
相
次
ぎ
、
そ
れ
に
呼
応
す
る
か
た

ち
で
日
系
部
品
メ
ー
カ
ー
の
進
出
が
相
次
い
で
い

る
。
こ
れ
ら
は
日
墨
Ｅ
Ｐ
Ａ
が
無
か
っ
た
と
し
て

も
実
施
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
た
め
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
影

響
が
ど
の
程
度
あ
る
か
は
判
断
し
が
た
い
。

日
墨
Ｅ
Ｐ
Ａ
が
発
効
し
た
二
○
○
五
年
以
降
、

中
国
の
旺
盛
な
需
要
が
牽
引
し
た
鉱
物
資
源
価
格

の
高
騰
や
北
米
の
生
産
拠
点
と
し
て
の
メ
キ
シ
コ

自
動
車
産
業
の
発
展
が
見
ら
れ
て
お
り
、
日
本
と

の
経
済
関
係
が
活
性
化
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
、

好
機
に
恵
ま
れ
た
と
い
え
る
。

●
既
存
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
活
用
と
競
争
力
強
化

が
課
題

Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
を
積
極
的
に
推
進
し
て
き
た
メ
キ

シ
コ
だ
が
、
日
墨
Ｅ
Ｐ
Ａ
締
結
以
降
は
、
以
前
の

よ
う
な
積
極
性
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
特
に
経

済
界
か
ら
は
こ
れ
以
上
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
不
要
と
い
う

声
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
既
存

の
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、

ア
ジ
ア
新
興
国
の
台
頭
で
メ
キ
シ
コ
の
国
際
競
争

力
が
低
下
し
、
通
商
交
渉
よ
り
国
内
産
業
の
競
争

力
強
化
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

前
者
に
つ
い
て
例
を
挙
げ
る
と
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
で
獲

得
し
た
関
税
割
当
な
ど
の
協
定
メ
リ
ッ
ト
を
メ
キ

シ
コ
企
業
は
あ
ま
り
利
用
で
き
て
い
な
い
。
Ｅ
Ｕ

と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
で
メ
キ
シ
コ
は
、
年
間
六
○
○
ト
ン

の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
関
税
割
当
（
無
税
）、
同
一

○
○
○
ト
ン
の
メ
ロ
ン
の
関
税
割
当
（
関
税
半

減
）
を
獲
得
し
て
い
る
が
、
二
○
○
五
年
、
二
○

○
六
年
は
全
く
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。
ア
ボ
カ
ド

の
割
当
（
無
税
）
も
二
万
ト
ン
獲
得
し
て
い
る
が
、

二
○
○
六
年
の
利
用
率
は
四
・
四
％
に
過
ぎ
な
い
。

日
墨
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
割
当
利

用
率
（
協
定
で
認
め
ら
れ
た
数
量
の
う
ち
実
際
に

輸
入
さ
れ
た
数
量
）
は
、
最
も
高
い
豚
肉
で
も
二

○
○
六
年
度
は
七
二
・
三
％
に
過
ぎ
ず
、
二
五
・

五
％
の
関
税
が
○
％
に
な
る
ハ
チ
ミ
ツ
の
割
当
利

用
率
は
三
・
○
％
に
過
ぎ
な
い
（
表
２
参
照
）。

メ
キ
シ
コ
は
こ
れ
ら
産
品
の
輸
出
国
だ
が
、
既

存
の
輸
出
先
以
外
の
販
路
開
拓
が
不
十
分
だ
。
輸

出
の
八
割
以
上
を
対
米
輸
出
が
占
め
、
米
国
の
景

気
動
向
に
メ
キ
シ
コ
経
済
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る

脆
弱
な
構
造
は
、
現
在
で
も
変
化
し
て
い
な
い
。

こ
の
極
度
の
対
米
依
存
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に
も
、

既
存
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
有
効
活
用
し
た
新
た
な
輸
出
先

開
拓
が
必
要
と
の
声
が
強
く
な
っ
て
い
る
。

後
者
に
つ
い
て
は
、
主
に
米
国
市
場
に
お
い
て

中
国
な
ど
米
国
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
有
し
て
い
な
い
ア

ジ
ア
諸
国
に
市
場
シ
ェ
ア
を
奪
わ
れ
て
お
り
、
メ

キ
シ
コ
産
業
の
競
争
力
強
化
の
た
め
の
政
策
が
経

済
界
か
ら
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

メ
キ
シ
コ
の
主
要
輸
出
産
品
で
あ
る
カ
ラ
ー
テ

レ
ビ
で
み
る
と
、
米
国
の
輸
入
に
占
め
る
メ
キ
シ

コ
産
の
シ
ェ
ア
（
金
額
ベ
ー
ス
）
は
、
二
○
○
○
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年
の
七
三
・
○
％
か
ら
二
○
○
六
年
に
六
三
・
三

％
ま
で
縮
小
し
た
が
、
中
国
産
の
シ
ェ
ア
は
同
期

た
が
、
中
国
産
の
シ
ェ
ア
は
同
期

が
、
中
国
産
の
シ
ェ
ア
は
同
期

間
に
一
・
七
％
か
ら
一
八
・
五
％
に
拡
大
し
て
い

る
。
米
国
の
輸
入
関
税
が
高
く
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
関
税
削

減
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
ア
パ
レ
ル
で
み
て
も
、
メ

キ
シ
コ
産
が
同
期
間
に
一
四
・
六
％
か
ら
七
・
四

％
へ
縮
小
す
る
一
方
、
中
国
産
は
一
○
・
五
％
か

ら
二
七
・
一
％
ま
で
拡
大
し
て
い
る
。

繊
維
、
履
物
な
ど
は
国
内
市
場
で
も
中
国
産
の

シ
ェ
ア
が
拡
大
し
て
お
り
、
経
済
界
か
ら
は
警
戒

す
る
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
経
済
界
は
国
際
競
争

力
強
化
に
向
け
て
、
道
路
や
港
湾
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
、
新
規
・
拡
張
投
資
に
対
す
る
税
制
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
の
付
与
、
憲
法
規
定
に
よ
り
国
家
独

占
と
な
っ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
（
石
油
、
電

力
）
へ
の
民
間
資
本
導
入
に
よ
る
近
代
化
な
ど
の

政
策
実
施
を
政
府
に
強
く
求
め
て
い
る
。

●
政
権
交
代
で
政
府
と
経
済
界
に
見
解

の
相
違

カ
ル
デ
ロ
ン
政
権
に
移
行
後
、
新
た
な
Ｆ
Ｔ
Ａ

交
渉
開
始
が
発
表
さ
れ
た
。
二
○
○
七
年
八
月
、

メ
キ
シ
コ
は
ペ
ル
ー
及
び
韓
国
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉

開
始
を
発
表
し
た
。
た
だ
し
、
双
方
と
も
政
府
の

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
る
交
渉
開
始
で
あ
る
。
特

に
韓
国
と
の
交
渉
に
は
経
済
界
が
強
く
反
対
し
て

い
る
。

日
本
の
日
本
経
団
連
に
相
当
す
る
企
業
家
評
議

会
（
Ｃ
Ｃ
Ｅ
）
の
ア
ル
マ
ン
ド
・
パ
レ
デ
ス
会
長

は
、
韓
国
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
メ
キ
シ
コ
産
業
を
危
う

く
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
反
対
す
る
見
解
を
表
明

し
て
い
る
（『
エ
ル
・
フ
ィ
ナ
ン
シ
エ
ロ
』
紙
、、

八
月
一
○
日
付
）。
ま
た
、
韓
国
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
で

最
大
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
す
る
と
思
わ
れ
る
全
国

農
牧
評
議
会
（
Ｃ
Ｎ
Ａ
）
の
ア
ル
フ
レ
ド
・
モ
イ

セ
ス
副
会
長
も
、「
メ
キ
シ
コ
農
業
に
と
っ
て
メ

リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、
産
業
界
が
全
て
反
対
の
立
場

で
あ
る
た
め
、
メ
キ
シ
コ
全
体
の
利
益
を
考
慮
し
、

政
府
に
対
し
て
Ｃ
Ｎ
Ａ
と
し
て
交
渉
を
要
請
し
た

こ
と
は
一
度
も
な
い
」
と
ジ
ェ
ト
ロ
・
メ
キ
シ
コ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
い
る
。

産
業
界
が
韓
国
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
反
対
す
る
背
景

に
は
、
貿
易
バ
ラ
ン
ス
の
不
均
衡
と
韓
国
企
業
の

対
メ
キ
シ
コ
投
資
の
少
な
さ
が
あ
る
。
二
○
○
六

の
少
な
さ
が
あ
る
。
二
○
○
六

少
な
さ
が
あ
る
。
二
○
○
六

さ
が
あ
る
。
二
○
○
六

が
あ
る
。
二
○
○
六

年
の
メ
キ
シ
コ
の
対
韓
輸
入
は
一
○
六
億
一
七
一

三
万
ド
ル
で
あ
り
、
米
国
、
中
国
、
日
本
に
次
ぐ

第
四
位
の
輸
入
相
手
国
だ
が
、
対
韓
輸
出
は
四
億

五
七
七
一
億
ド
ル
し
か
な
く
、
輸
出
先
と
し
て
は

第
二
五
位
。
一
九
九
四
年
〜
二
○
○
六
年
の
直
接

投
資
累
計
額
も
八
億
二
六
○
万
ド
ル
と
日
本
（
四

○
億
三
八
一
○
万
ド
ル
）
の
五
分
の
一
以
下
で
、

イ
ン
ド
（
一
六
億
一
九
八
○
万
ド
ル
）
よ
り
少
な

い
。
こ
れ
ら
の
数
値
か
ら
、
韓
国
は
メ
キ
シ
コ
に

と
っ
て
補
完
的
な
国
と
は
み
な
さ
れ
て
い
な
い
。

産
業
界
の
明
確
な
支
持
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
政
府
が
韓
国
と
の
交
渉
開
始
を
決
定
し
た
背
景

に
は
、
政
権
交
代
に
よ
る
通
商
政
策
の
方
向
転
換

が
あ
る
。
前
政
権
、
特
に
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
カ
ナ

レ
ス
氏
が
経
済
相
を
勤
め
た
頃
に
は
、
日
墨
Ｅ
Ｐ

Ａ
で
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
を
打
ち
切
り
、
国
内
産
業
の
競

争
力
強
化
に
注
力
す
る
方
向
性
が
打
ち
出
さ
れ
た

が
、
現
政
権
で
は
、
国
内
産
業
競
争
力
強
化
の
方

向
性
は
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
対
内
的
に
も
対
外

的
に
も
自
由
・
平
等
な
競
争
環
境
の
整
備
に
よ
る

競
争
力
の
強
化
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

国
内
産
業
政
策
に
お
い
て
は
、
競
争
力
向
上
の

た
め
に
「
競
争
の
促
進
」
が
重
視
さ
れ
、
特
に
通

信
分
野
な
ど
寡
占
業
種
に
お
け
る
競
争
の
促
進
を

目
指
し
て
い
る
。
対
外
政
策
で
は
市
場
開
放
的
な

方
針
に
転
じ
て
お
り
、
一
般
関
税
率
が
徐
々
に
引

き
下
げ
ら
れ
る
方
向
に
あ
る
ほ
か
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
の
大
洋
州
諸
国
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ペ
ル
ー
な
ど
の
南
米
諸
国
、
韓

国
、
中
国
、
イ
ン
ド
な
ど
の
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
経

済
関
係
強
化
が
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

現
カ
ル
デ
ロ
ン
政
権
下
で
通
商
政
策
が
よ
り
市

場
開
放
的
な
方
向
へ
転
換
さ
れ
た
中
で
も
、
経
済

界
の
ス
タ
ン
ス
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
民
間
部
門

は
基
本
的
に
こ
れ
以
上
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
望
ん
で
お
ら

ず
、
既
存
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
活
用
が
先
決
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
韓
国
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
に
お
い
て
、
ス
タ

ン
ス
が
異
な
る
政
府
と
経
済
界
の
間
で
ど
の
よ
う

な
調
整
が
な
さ
れ
る
の
か
が
注
目
さ
れ
る
。

（ 

な
か
は
た　

た
か
お
／
ジ
ェ
ト
ロ
・
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セ
ン
タ
ー
）
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表 2　日墨 EPA主要関税割当品目のメキシコ側利用率

品名 数量
単位

2005 年 2006 年 関税率���（��%�）

割当量 輸入量 利用率 割当量 輸入量 利用率 一般 EPA

豚肉 トン 38,000 37,511 98.7% 53,000 38,336 72.3% 4.3 2.2

革靴 足 250,000 174,734 69.9% 300,000 113,209 37.7% 21.6 ～ 30.0 0.0

オレンジ果汁 トン 4,000 3,001 75.0% 4,250 1,568 36.9% 25.5 12.7

バナナ トン 20,000 3,722 18.6% 20,000 4,048 20.2% 10.0/20.0 0.0

ハチミツ トン 600 108 17.9% 700 21 3.0% 25.5 0.0

（�������������������������出所）日墨EPA譲許表��������������、�������������貿易統計などから筆者作成�。
（注）豚肉の輸入量は日墨EPAの対象となる分岐点価格以上のもの。
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